






























自我の強さは、娘を支配し、娘が自立を果たそうとすると自分からの分離を拒み、激しい葛藤を抱え持つ歌群を表出した。時代の先端を拓こうと格闘するなかで、社会規範に抵抗すべきエネルギーの方向は時に内に向き、娘を〈母と娘〉の連鎖の中に取り込んでしまおうとした。この関係が戦時下とい 非常時の生活体験をくぐることによってより明瞭になった。近代の母性愛では覆いきれない美代子 内奥の声の表出が持つ意義は大きい それゆえ 代を超えて美代子の〈母の歌〉は評価されるべき であると言い得る。
　　　


































































二九年一二月）点を指摘した。また、上田三四二も「母性のエゴイズムの底をのぞかせている」 （ 「五島美代子」 『短歌研究』昭和三一年二月）と、論じた。これらは近代の母性愛観を前提として エゴイズム 観点
（５）
から
美代子の〈母性愛〉に疑問を呈したものが主流である。これらの論 発表されたのは前衛短歌台頭、隆盛 時期で 近代短歌 見直し 超克が求められていた。この、戦中戦後の評価の変容は、母と う存在の意味が時代の要請と共に流動することを意味している。　
では、 〈戦時中の母〉の評価は具体的にどのような価値観に依ったの





















完く払拭されつくした」と述べ、戦争短歌の性格と前進性を強調し 国家理念との総合を以て貫徹す、として短歌作品による積極的国策参加を掲げた。創立同人は二〇名であるが、創刊号への出詠者は一二〇人を超えた（ 「立春創刊記念茶話会記事 『立春』第二号（昭和一三・九） ） 。　












































































































































許させたまへ」という表現の持つ意味は重い。昭和一五年に「を めなりし日のわが夢につなぐべく子 も 夢はあらあらしく健やかなり」詠んだように自己の若い頃と娘の今を連動させ、まるで一体化するかのように、ひとみの為というよりも一旦諦めた学問への希求が我子に継承されてほしいと、中断した自分自身の夢をひとみに託して るのであ 。これは、美代子が娘を支配 ようとする方向性を ことを示唆している。　








































































は守り袋である。後者も同じく、上の句で鬱屈した心情を表し、下の句で、それをはねのけて母よりの命のお守りである携帯食料を枕に て眠りに就こうとする心情を詠んでいる。携帯食料に象徴されるのは、眠りを誘う包み込むような母の優しさ あ 両者に共通するのは、離れてこそしみじみと知る守護神のような母の愛を主題としている点である。　
昭和一九年、ひとみは学徒勤労動員の要員として名古屋の愛知航空機











































のであろうか。長女ひとみは、戦時下に培われた〈報国の徒〉としての生き方から戦後民主主義の洗礼をどのよう 受容し、また、戦後女性の道を切り拓こうとする学校教育者として 母のモデルたり得る道を歩みだしたのであろうか。 〈母と娘〉の関係性がひとみの自死にどのように関わっていくのであろうか。敗戦直後 ひとみの死に至る過程を考察するにあた 、本稿 論じた戦時中の生き方を無視することはできないと考える。注（１） 『丘の上』が戦後刊行されたことから美代子の戦時詠に対する戦後的視点から
の編纂意図を無視できないが、これについては別稿に譲ることとする。
（２）美代子の母千代槌が創設した女学校。千代槌は明治女学校の第二回卒業生であ
る。千代槌はキリスト教の精神に則った明治女学校の教育に深い感銘を受け、一八九〇年に普通科を卒業した後、数学の助教師とし 残り廃校（一九一〇年）まで勤めた 廃校後、一九一九年に、自ら北豊島郡巣鴨町二丁目四二番地に晩香女学校を設立して女子教育に身を投じた。後に 杉並区堀ノ内二丁目四一五番地に転居したが、一九四三年の死去まで校長を務め 。
（３）小山静子『良妻賢母という規範』 、勁草書房、一九九一・一〇（４）近代の母性愛観について、沢山美果子は「近代日本における「母性」の強調と
その意味」人間文化研究会編『女性と文化―社会・母性・歴史―』 、白馬出版、一九七九・一一で、大正期に意味を持ち、昭和期 定着 「母性」という語の背景を次のように述べている。


















５『母性』 、岩波書店、二〇〇九・四で、 「母性」という語を初めて使ったのは、与謝野晶子の「母性偏重を排す」ではないか、 「少なくとも、普及のきっかけになったのはたしかである」と 指摘した。当初は 母権、母態と訳されていたが、その二年後には平塚らいてうとの母性保護論争が始まり 以後 「母性」という言葉が多くの論者に使われたという。
（５）当時、 エゴイズムを切り口として使った評論が一つの流れとしてあったが、 今後、
検討の余地を残している。































にいたのであろう。例えば、若山貴志子は「はじめより我を侮りしけだものの国アメリカぞ撃ちて撃ちてつぶせ」 （ 「補遺」若山旅人編『若山貴志子全歌集』 、短歌新聞社、一九八一・七
 ）などと戦意高揚を激しく詠んでいるが、一方、次
男富士人が一九四三年、学徒動員にて出征した際に、 二十三歳になる富士人、近く海軍兵に召されて征くに」の詞書を持つ次の歌を詠んだ。これは戦後、 「補遺」として若山旅人 よって前出の『若山貴志子全歌集』に掲載されたものである。
　　　　
母なれば抱くに何の憚りのあらんぞいざと思ひつつ日を経る






20） 「女高師学徒勤労隊出動」 『爽節』第二六巻第一〇号（一九四四・一 ）
（
21） 「五島美代子略年譜」 『定本五島美代子全歌集』 、短歌新聞社、一九八三・四
（



























































































































一〇月美代子第四歌集『風 （女人短歌会） 刊行。 （＊第三歌集 『炎と雪』 （立春短歌会）は昭和二七年 月刊行） 。
M
iyokoG
otoand“M
otherP
oem
s”D
uringtheShow
aW
arY
ears:
A
D
iscussionoftheSecondC
ollectionof T
anka
P
oem
s,O
kanoue
H
A
M
A
D
A
M
ieko
〔
A
bstract 〕T
hetanka
poetM
iyokoG
oto(1898-1978)hasgonedow
nin
thehistoryofliteratureasthepoetofthem
otherandofm
aternal
love.H
ow
ever,the“M
otherP
oem
s”in tanka
form
thatshew
rote
d
u
rin
g
th
ew
ary
earsh
ad
b
y
n
om
ean
san
y
th
in
g
tod
ow
ith
th
e
m
otherasusedtow
hipupfightingspiritnortodow
iththem
yth
thatplacesm
aternalloveasaninstinctiveloveofthem
otherforher
child,thereissom
ethingbeyond.
M
iyokogavetothew
orld tanka
poem
sthattranscendednationand
thepeopleofJapantoexpressskepticism
aboutw
arasam
enaceto
innocentlife.Shealsoplacedvalueonthedaughterw
hobehavedasa
“partytopatriotism
.”T
husM
iyoko,asthem
otherofthew
aryears
w
hohadnom
alechild,triedtosim
ulatetheroleofM
otherofM
ilitant
Japan.Suchw
arpedstateofm
indofhersendedupincliningrather
tow
ardafeelingofclosenesstothedaughter.
T
he“M
otherandD
aughter”intersectedw
iththeperspectivesof“the
M
otheroftheW
arY
ears”and“theP
artytoP
atriotism
,”andthough
theseseem
onoccasionstob
em
utu
allyin
d
ep
end
ent;how
ev
erin
realitythem
otherisunabletoseparatefrom
herdaughterandunable
tofin
ally
d
ealw
ith
th
econ
flictw
ith
in
h
erself,soth
atsh
e
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u
n
con
sciou
sly
en
d
su
p
d
ep
en
d
en
ton
th
ed
au
g
h
terag
ain
.Itisa
distinctivecharacteristicofM
iyoko’s“M
otherP
oem
s”duringthew
ar
yearsthattheyexposehow
theabnorm
alityofw
artim
egivesim
petus
tothatstateofm
indandcom
plicatesit,andthatthisem
ergesinher
poem
sbecauseitw
asw
artim
e.
T
he tanka
poem
sM
iyokocom
posedduringthew
aryearsconveya
heartandm
indm
ovedonew
ayandthenanotherinthedualityofthe
“P
ublic”aw
arenessofherdutiesasheadm
istressoftheB
ankoG
irls’
School,ontheonehand;andher“P
rivate”stateofm
ind.A
tthesam
e
tim
e,th
ep
oem
sd
ep
ictth
estron
g
w
illofth
e tan
k
a
p
oetw
h
o
u
n
flin
ch
in
g
ly
ex
p
ressed
th
ep
sy
ch
ololg
y
ofth
atcon
flictb
etw
een
m
utuallycontradictoryaspects.M
iyokow
asapoetw
ho,precisely
becauseshew
aslivinginatim
ew
henspeechw
asnotfree,couldnot
helpbutm
akepoem
sthatspeakfranklyw
ithherinm
ostvoice.O
ne
m
ightinferthatattheirveryrootw
asasensibilitycapableofdirectly
perceivingskepticism
tow
ardthew
arandfearofit,andthatthisw
as
w
h
aten
ab
led
h
ertop
rod
u
ce tanka
p
oem
sofau
n
iv
ersality
th
at
transcendedthosetim
es.T
hestrengthofselfhoodinthem
otherw
ho
soughttoliveattheveryleadingedgeofJapanasam
odernsociety
dom
inatedthedaughter,deniedtheseparationfrom
herselfofthe
daughterw
hosoughttobecom
eindependent,andsoform
edthisbody
of tanka
p
oetry
th
atisin
form
ed
w
ith
th
isin
ten
secon
flict.In
a
strugglethatw
asleadingthew
aytow
ardthefuture,theenergy
requiredtoresistsociety’snorm
sw
asattim
esdirectedintoherself,
andshetriedtoassim
ilateherdaughterintotheassociativelinking
ex
p
ressed
as“M
oth
eran
d
D
au
g
h
ter.”T
h
isrelation
sh
ip
took
on
greaterclaritybecauseitm
adeitsw
aythroughtheexperienceoflife
intheem
ergenciesofw
artim
e.T
hevoiceem
ergingfrom
M
iyoko’s
inm
ostselfcannotbeaccountedforentirelyasthem
aternalloveof
them
odernage,anditisavoiceofgreatsignificance.T
hisisw
hy
M
iyoko’s“M
otherP
oem
s”transcendtheireraasabodyof tanka
poetrythatisw
orthyofvalue.
〔
K
eyw
ords 〕M
iyokoG
oto,O
kanoue,R
isshun
,“M
otherP
oem
s”ofthe
w
aryears,“M
otherandD
aughter”
